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● 1924 年創業 資本金 10 億円 従業員 3300 名 国内事業所数 70 、海外拠点 33 ヶ国 

●産業用冷凍機を中心とする各ガス圧縮機の製造・販売 

 エンジニアリング（農畜産、食品、エネルギー等）、 コンサルタント 

ゴルフ場（朝霧）他 
、 

 株式会社前川製作所について 



研究開発戦略について 

１．研究開発戦略とは 
・ニーズオリエンテッドであること。顧客、製造、販売、技術の連携。 
・シーズが必要である。(産学連携の手法） 
・現場、現実、現物主義である。 
・トータルな視点で捉えること。 
 
２．現場における開発のニーズ 
・潜在的なニーズを顕在化する。顧客との共創の実現。 
・自己の置かれている立場を表現する手法。 
 
３．「企業化計画」の策定（ブレーンストーミング） 
・戦略から戦術への展開。 
・製品から商品への展開。 
・事業化への展開。 
 



研究開発のコンセプト 

顧客で起きている潜在的な課題の抽出 
顧客、技術者、製造、販売のメンバーが共同で 

場をつくり、課題を抽出 

研究開発テーマ 

現場・現実・現物 主義 

研究開発の実行 
プロジェクト化,製造販売技術の連携 

大学、研究機関、 
独立行政法人 

と連携 

商品化、実用化開発 
（現 場） 

超越的な視点 



研究開発から事業化への課題（MOTの側面） 

開 発 事業化 産業化 研 究 

ﾀﾞｰｳｨﾝの海 魔の川 死の谷 

研究開発の「場」 
現場のニーズが開発につながる。 
顧客と技術,販売,製造が連携する。 

連続的な商品開発 産業化 

社会ｼｽﾃﾑ構築 

・顧客の現場と離れない開発を行うこと。これにより、商品化は推進される。 
・産業化には、社会ｼｽﾃﾑが構築されないと、実現しない。 
 



前川製作所における研究開発事例（農業分野） 

① 鶏肉脱骨ロボットの開発 

② 植物への共生微生物の研究開発 

極めて労働集約的な食鶏腿肉脱骨工程に、先進的な
技術を積極的に導入し、可能な限り機械化、自動化
を進め、労働負荷の軽減と食鶏腿肉脱骨工程の効率
化を図り、より衛生的なシステムを開発。  
日本、海外への普及。 

日本各地から共生微生物を探索し、誘導抵抗性（病虫
害抵抗性）を有する菌を選抜し、日本各地で実証試験を
行ってきた。製剤化が完了し、販売が開始された。 
農水省、経済産業省のプロジェクトの成果（ゲノム、マイ
クロアレイ解析など）の事業化。 
 



中長期研究開発テーマ事例 

①農業ロボットの開発 
・産総研、生研センターと連携して、規格を標準化 
・イチゴ収穫ロボット、搬送システム 
 
②エンドファイト（共生菌）技術の開発 
・野菜における病虫害抵抗性、環境ストレス体制を付与できる共生菌のプロジェクト 
・機能性などの付加価値化 
 
③藻類による石油生産：マイクロアルジェ産業技術研究組合 
・在来藻類の探索、培養技術、石油生産性評価 
 
④マイクロナノバブル技術：農林水産・食品産業マイクロ・ナノバブル技術研究組合 
・植物工場、施設園芸、養殖分野及び食品産業への応用 
 



提言と課題 

本委員会への提言として、（民間企業として） 
 
・産学官連携体制を目指すべきであり、研究段階から民間の意見を反映 
できる仕組みを検討する。達成目標の数値化。 
・事業における死の谷を克服するためのMOT（特に農業版MOT) 
を構築する。バックキャスト戦略の実現化。 
・各分野において、規格化、標準化を研究開発段階早期に世界に先駆けて、 
整備する必要がある。 
 
・体制として、技術研究組合方式をベースにして、産学官のメンバー 
が参加できる組織（オープンイノベーション）を創出する。 
 
                               以上 
 



農業機械の挑戦
・・・次の100年に向けて

農機事業本部 開発統括部 開発マネジメント部
小竹 一男

2013年７月１９日
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会社概要

2012年で創業100周年を迎えました。

yoshitaka_kitatani
テキストボックス
 資料2-2
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次の１００年に向けた挑戦
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次の１００年に向けた挑戦

現地に積極的に入り込み、地域と
一体となった稲作・野菜生産に

関する農業研究、農業機械・システム
などのハード、さらには農業に従事する
人々を育成するための農業指導などの
ソフト技術の提供など、幅広い分野から
のソリューショニアリングに取り組みま
す。

新興国の一部は先進国型の食生活に
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次の１００年に向けた挑戦
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次の１００年に向けた挑戦
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農機事業概要
農業機械・農業施設さらに無人ヘリコプターも
農業機械の一つです。
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作業性作業性
経済性経済性

快適性快適性

環境性環境性

安全性安全性

疲れない

居住快適

低騒音

低振動

ｼｽﾃﾑ省ｴﾈﾙｷﾞ-化

機関ｴﾐｯｼｮﾝ改善

性能・機能

作業効率
作業精度
作物適応性
操作性

周囲騒音

周囲安全

価格
耐久性

操作ﾌｨｰﾘﾝｸﾞ

ﾄﾞﾗｲﾊﾞﾋﾞｨリﾃｨ
ｲｰｼﾞｰｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞ

高効率化

高効率化

フェイルセーフ

フールプルーフ
危険回避

作業

人間

環境

商品開発の方向
ICT・ロボット化技術展開による更なる進化
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スマートアシスト
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J1939-71, 73

携帯無線網

遠隔情報端末CAN

3G/GSM 携帯無線網を
利用してデータ送信

GPS

CAN通信を使用して本機情報を取得
《収集データは任意に設定可能》

GPS機器を搭載し
日時、位置情報を取得

スマートアシストリモート
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インターネット

お客様

お客様

Internet
E-mail / Web

データの流れ

人のコミュニケション

サービスの提供

農機情報
センター

お客様

お客様

ヤンマー
遠隔監視
センター

スマートアシストリモート
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新しい農業経営への提案
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サービス概要
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農業イノベーションを追及・実践



ご清聴有難うございました。



医学との連携による高機能・ 
高付加価値農林水産物の開発 

農業生物資源研究所 
高野 誠 

科学技術イノベーション総合戦略  
第２章Ⅳ 地域資源 

資料２－３ 



アグリヘルス新産業創出拠点 

• 農畜産物の優れた特性を利用して、近年急速に蓄積してきているゲ
ノム情報や進展の著しいゲノム解析技術、遺伝子組換え技術等を活
用し、医農連携により医療分野に新たな市場・産業（アグリヘルス
産業）を創出する 

• これまでにない医薬品作物や医療用新素材、医療用家畜の開発を行
い、農業の潜在力の発揮による医療分野への展開、国民のQOL   
（Quality of Life：生活の質）の向上を図る 

研究テーマ 
1. コメをプラットフォームにした医薬品開発 
2. 組換えカイコを利用した医薬品生産 
3. 絹糸やコラーゲンを高度化し、新規医療用素材として利用 
4. マウスとヒトとの間をつなぐ医療用モデルブタの開発 



コメをプラットフォームにした医薬品開発 

研究内容 

府省連携による推進手法 

研究開発の出口 
• アレルギー疾患や生活習慣病に対して食べ
て治す医薬品という医農連携による新たな
市場の創出 

• 薬価で取引されるため、例えば中山間の農
地で栽培すれば、景観や里山の生態系を維
持するためのコストもまかなえ、補助金が
削減 

厚労省 
 
 

文科省 
 
 

農水省 
 
 

民間企業 
製薬会社等 

生物研 東大、島根大、慈恵
医大、他  

PMDA、国立病院機
構 他 

有効性の検証、臨床研究 シーズ生産技術
確立と検証 

医薬品開発に係る評価・
助言、治験等 製品化 

植物による医薬品生産は世界の潮流： 
Medicinal plants to medicines in plants 
高い発現量、低い生産コスト、哺乳類病原
体・微生物毒素による汚染がない 

その他の治療米（ダニアレルギー、食物アレル
ギー、血圧調整、血中中性脂肪減少、血清コレ
ステロール値低下等）についても、動物での有
効性・安全性を確認 

スギ花粉症治療米の実用化に向けて
研究開発を実施、 
規制に対する対応をPMDAに相談 

• 減感作療法に有効な医薬成分 
• 生活習慣病の改善に効果が認め
られているペプチド成分 

コメのプロテインボディーに
蓄積することにより、   
胃で消化されずに腸まで届く
理想的なDDSとして機能 

食べて治す新たな医薬品(経口免
疫寛容医薬、経口ペプチド医薬)
の開発 



驚異のタンパク質生産能力：組換えカイコを
医薬品生産プラットフォームとして利用する 

研究内容 府省連携による推進手法 
• 1.35gのカイコが、300mgの繭（たった２種
類のタンパク質からなる）を生産：体重の
22％ものタンパク質生産能力を持つ 

• 生産コストが低く、精製が容易 
• 哺乳類病原体・微生物毒素による汚染がない 
        
 
• 高い技術力を活用してカイコによるバイオ医薬

品（抗体医薬、難病治療薬 等）・検査薬 
（腫瘍マーカー、抗体検査薬 等）・香粧用素
材等の開発・実用化 

研究開発の出口 

• カイコのゲノム機能等の基盤情報と、遺伝子組
換えに関する基盤技術を高度化し、新たな成長
産業を創出する 

• 医農連携・融合による新たな市場の開拓 
• 既存の養蚕関連施設や技術を、革新的なカイコ
産業に活用することで、地域資源を生かした新
規地域産業・雇用を創出 

厚労省 
 
 

文科省 
 
 

農水省 
 
 

民間企業 
製薬会社、化粧
品会社等 

生物研、動衛
研、畜草研 他 

徳島大、東大、群馬大、
東京農工大、他  

国立衛研、PMDA、 
国立病院機構 他 

シーズ提案、臨床研究 

シーズ生産技
術確立と検証 

医薬品開発に係る
評価・助言等 

群馬県、福島県等 
各地養蚕資源 

製品化、販売、輸出 大量飼育、雇用の創出 

日本発の組換えカイコ技術 



理想的な生体親和性：絹糸やコラーゲンを
高度化し、新規医療用素材として利用 

研究内容 府省連携による推進手法 

• 絹糸やコラーゲンは生体親和性が高く、これまで
も医療用素材として使われてきた 

遺伝子組換えや加工技術によってより高
度な機能を付与 

• 再生医療においてiPS細胞や軟骨細胞、神経細胞
等を生着させるための足場としてのフィブロイン
スポンジ、角膜再生素材としてのフィブロイン
ファイバー、広範囲創傷被覆材としてのコラーゲ
ンビトリゲル、血栓が起きない小口径人工血管等
の開発 

研究開発の出口 

• フィブロインスポンジを用いた軟骨再生医療 
潜在的には、3,000万人以上の患者がいる変形性
膝関節症などの治癒が期待 

• コラーゲンビトリゲルを用いた新規創部被覆材
の実用化   重度火傷など広範囲の創傷に対
して、培養皮膚が用意できるまでの患部の保
全・治癒 

厚労省 
 
 

文科省 
 
 

農水省 
 
 

民間企業 
製薬会社、化学

会社等 

生物研 

東大、佐賀大、東京農工大、
信州大、物質材料研 他  

国立衛研、PMDA、 
国立病院機構 他 

シーズ提案、試作品、臨床研究 

シーズ生産技
術確立と検証 

医療機器開発に係る
評価・助言、シルク
の安全性審査基準等 

群馬県、福島県等 
各地養蚕資源 

製品化、販売、輸出 大量飼育、雇用の創出 



マウスとヒトとの間をつなぐ医療用モデル
ブタの開発 

研究内容 

体細胞クローン技術と遺伝子組換え技術を融合さ
せて効率的な遺伝子組換えブタの作出技術を確立 
 
 
 
 
よりヒトに近い非臨床試験データが得られ、また、
ヒト化臓器の提供も可能になることにより、医薬
品開発を大幅に効率化 

研究開発の出口 
高度免疫不全ブタ

再生医療

医薬品開発

実験用ブタの利用拡大 新たな養豚業

新産業創出

ヒトｉＰＳ細胞の安全性試験
ヒト肝細胞大量供給
ヒト生活習慣病の再現

生活習慣病小型ブタ

府省連携による推進手法 

厚労省 
 
 

文科省 
 
 

農水省 
 
 

民間企業 

生物研、家畜
改良センター他  

東北大学、慶応大学、順天
堂大学、日本大学医学部他  

医薬基盤研究所、
PMDA、他 

医療用モデル
ブタの開発 

医療用モデルブタの
評価・開発の助言等 

埼玉県、茨城県 

医薬品開発における薬物
動態・安全性試験 
医療用モデルブタの供給 

医農連携による
新たな養豚業、 
雇用の創出 

新たな治療法、診断法の開発 

製薬会社、実験動
物中央研究所 他 

ガン、生活習慣病等の疾患モデルブタ、
臓器移植や再生医療に利用可能な高度
免疫不全ブタ等の開発 
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